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日
本
人
は
ど
れ
く
ら
い
宗
教
団
体
を
信
頼
し
て
い
る
の
か

　

─
宗
教
団
体
に
関
す
る
世
論
調
査
か
ら

─

石
井　

研
士

は
じ
め
に

　

近
年
、
宗
教
団
体
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
は
、
よ
り
深
刻
さ

を
増
し
先
鋭
化
し
て
い
る
。

　

昭
和
40
年
代
に
初
め
て
社
会
問
題
化
し
た
過
疎
化
は
、
近
年
、

た
ん
に
情
報
や
理
念
と
し
て
理
解
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
伝

統
宗
教
の
基
盤
を
揺
る
が
す
重
大
な
問
題
と
し
て
実
感
さ
れ
る

ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
確
実

視
さ
れ
て
い
る
限
界
集
落
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
伝
統
宗
教
に

致
命
的
と
も
い
え
る
打
撃
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
るあ
。
過
疎
化

や
限
界
集
落
に
ま
で
至
ら
な
く
て
も
、
地
域
共
同
体
の
崩
壊
や

都
市
部
で
の
高
い
人
口
移
動
に
伴
う
地
域
の
紐
帯
の
脆
弱
化
は
、

伝
統
宗
教
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。

　

少
子
化
、
高
齢
化
、
晩
婚
化
、
単
身
世
帯
の
増
加
と
い
っ
た

家
族
構
造
の
急
激
な
変
化
も
、
近
年
宗
教
界
に
お
い
て
実
感
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
１
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ

た﹁
無
縁
社
会
～＂
無
縁
死
＂３
万
２
千
人
の
衝
撃
～
﹂︵
１
月
31
日
︶

で
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い
孤
独
死
が
紹
介
さ
れ
、
衝
撃
を
与

え
た
。
死
の
儀
礼
の
変
化
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
者
の
間
で

は
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
個
人
や
家
族
が
日
常
生

活
に
お
い
て
維
持
し
て
き
た
儀
礼
文
化
に
大
き
な
変
容
が
生
じ

て
い
る
。
神
社
、
寺
院
と
家
庭
を
結
び
つ
け
る
装
置
と
し
て
機
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能
し
て
き
た
神
棚
、
仏
壇
の
保
有
率
は
減
少
し
、
参
拝
状
況
も

悪
化
し
て
い
る
。
一
方
で
、
世
界
遺
産
や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
へ

の
急
激
な
関
心
は
、
こ
う
し
た
中
で
生
じ
て
い
る
現
象
な
の
で

あ
る
。

　

一
般
的
に
い
っ
て
、
日
本
人
は
初
詣
や
お
盆
・
お
彼
岸
に
社

寺
へ
参
詣
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
る
い
は
観
光
や
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
で
参
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
宗
教
団
体
と
関
わ
っ
て
い

る
と
は
考
え
な
い
。
日
本
人
が
宗
教
団
体
と
考
え
て
い
る
の
は
、

新
宗
教
や
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
。
儀
礼
的
な
広
が
り
は
別
と
し

て
、
教
会
に
帰
属
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、﹃
宗
教
年
鑑　

平
成

20
年
版
﹄
記
載
の
信
者
数
で
も
、
世
論
調
査
の
結
果
で
も
、
人
口

の
１
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

成
果
に
よ
れ
ば
、
新
宗
教
は
、
社
会
構
造
や
価
値
観
が
大
き
く

変
わ
っ
た
と
き
に
、
人
々
の
苦
悩
の
受
け
皿
と
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
１
９
９
５
年
の
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
も
あ
っ

て
か
、
宗
教
教
団
に
よ
る
布
教
は
控
え
め
と
な
り
、
我
々
一
般

の
日
本
人
も
現
在
は
総
体
的
に
関
心
を
失
っ
た
状
態
に
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
人
と
宗
教
団
体
と
の
関
わ
り
や
知
識
が
全

般
的
に
薄
れ
つ
つ
あ
る
と
き
に
、
宗
教
団
体
の
公
益
性
、
公
共

性
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
と
い
っ
て
も
、
一
般
社
会
に
お
い
て
で
は
な
い
。
関
心
を
示

し
た
の
は
宗
教
界
で
あ
り
、
一
部
の
研
究
者
で
あ
っ
た
。

　

公
益
法
人
制
度
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
た
め
に
、
公
益
法
人

制
度
改
革
関
連
３
法
案
が
２
０
０
６
年
５
月
に
成
立
し
た
。
２

年
後
の
２
０
０
８
年
12
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
法

改
正
は
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
中
間
法
人
に
関
わ
る
も
の
で
、

直
接
、
宗
教
法
人
の
制
度
的
変
化
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
頃
か
ら
宗
教
に
関
す
る
新
聞
や
情
報
誌

で
﹁
宗
教
法
人
の
公
益
性
﹂
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
関
係

団
体
が
相
次
い
で
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
や
研
究
会
を
開
催
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

宗
教
団
体
の
公
益
性
に
関
す
る
基
礎
的
作
業

　

短
く
し
て
し
ま
う
と
誤
解
を
招
く
が
、﹁
個
々
の
宗
教
団
体
の

組
織
的
活
力
や
信
徒
の
﹃
社
会
に
役
立
ち
た
い
﹄
と
い
う
気
持
ち

を
社
会
に
生
か
せ
な
い
か
と
い
う
問
題
の
設
定
﹂い
を
す
る
こ
と
を

社
会
貢
献
と
関
連
づ
け
、
あ
る
い
は
﹁
宗
教
集
団
自
体
が
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
醸
成
す
る
媒
体
と
し
て
社
会
に
貢
献
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し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
﹂う
を
宗
教
団
体
や
社
会
に
対
し
て
提
案

す
る
研
究
も
生
ま
れ
て
い
るえ
。

　

本
論
が
問
題
に
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
、
あ
る
意
味
、
政
治

的
政
策
的
な
動
向
や
主
張
の
基
礎
と
な
る
現
状
の
把
握
で
あ
る
。

宗
教
団
体
に
関
す
る
問
題
が
社
会
的
に
少
な
く
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、﹁
宗
教
団
体
﹂
そ
の
も
の
の
把
握
は
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
宗
教
団
体
に
関
す
る
基
本
的
な

資
料
を
提
供
し
て
い
る
と
し
て
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
文
化
庁
編

﹃
宗
教
年
鑑　

平
成
20
年
版
﹄
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
宗

教
団
体
は
22
万
３
千
、
宗
教
法
人
は
18
万
２
千
、
信
者
数
は
２

億
６
６
０
万
人
と
な
る
。
宗
教
法
人
数
以
外
は
自
己
申
告
で
あ

り
、
調
査
協
力
を
得
て
い
る
宗
教
法
人
も
包
括
宗
教
法
人
に
限

定
さ
れ
る
た
め
、
宗
教
団
体
数
、
信
者
数
は
あ
き
ら
か
に
実
態

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宗
教
団
体
数
、
信
者
も
し
く

は
会
員
は
、
社
団
法
人
で
い
う
よ
う
な﹁
団
体
﹂や﹁
会
員
﹂と
は

基
準
が
異
な
っ
て
お
り
、
一
概
に
﹁
不
正
確
な
数
字
﹂
と
い
い
切

る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

宗
教
団
体
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
中
で
、
本
論
文
が
取
り
上
げ

る
の
は
﹁
宗
教
団
体
へ
の
信
頼
﹂
に
つ
い
て
で
あ
る
。
現
状
で
、

日
本
人
が
ど
の
程
度
、
宗
教
団
体
の
こ
と
を
知
り
、
信
頼
し
て

い
る
か
は
、
上
記
で
述
べ
た
よ
う
な
文
脈
の
み
な
ら
ず
、
重
要

な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
ま
た
、
紙
面
の
都
合
上
も
テ
ー
マ
を
絞
る

こ
と
に
し
た
い
。
宗
教
団
体
の
現
状
に
関
す
る
基
礎
的
な
資
料

を
得
る
た
め
に
、
１
９
９
９
年
か
ら
５
年
ご
と
に
宗
教
団
体
に

関
す
る
世
論
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
２
０
０
９
年
の
調
査
で
３

回
目
と
な
り
10
年
間
の
変
化
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。お

日
本
人
の
宗
教
性
の
変
化
と
現
状

　

最
初
に
、﹁
信
仰
の
有
無
﹂
な
ど
、
日
本
人
の
宗
教
性
に
関
す

る
必
要
な
最
小
限
の
デ
ー
タ
を
順
に
示
し
て
お
く
。

（
１
）信
仰
の
有
無

　
﹁
あ
な
た
は
何
か
信
仰
を
持
っ
て
い
ま
す
か
﹂﹁
あ
な
た
は
何

か
宗
教
を
信
じ
て
い
ま
す
か
﹂
と
い
う
質
問
は
、
信
仰
心
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
か
を
知
る
た
め
の
、
最
も
基
本
的
な
質
問
で

あ
る
。
回
答
者
は
ご
く
ふ
つ
う
の
日
本
人
で
あ
り
、
一
般
の
日

本
人
が﹁
信
仰
﹂﹁
宗
教
﹂と
い
う
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
言
葉
で

回
答
す
る
こ
と
に
は
十
分
な
意
味
が
あ
る
。

　

日
本
人
の
場
合
は
、
特
定
の
教
団
や
教
会
に
帰
属
し
、
そ
こ
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（読売）

（永末）

時事通信社　　読売新聞　　朝日新聞
NHK放送文化研究所　　永末輿論研究所
統計数理研究所　　科研等　石井調査

図１　「信仰有り」と回答する人の割合の推移　※NHKは「『神』を信じている人の割合」

で
示
さ
れ
る
教
義
や
儀
礼
を
遵
守
す
る
人
は
ご
く
一
部
で
あ
る
。

教
団
に
帰
属
し
て
い
な
く
て
も
信
仰
や
信
心
が
﹁
あ
る
﹂
と
回
答

す
る
日
本
人
が
２
割
ほ
ど
い
る
こ
と
に
な
る
。
戦
後
実
施
さ
れ

た
世
論
調
査
に
よ
る
﹁
信
仰
の
有
無
﹂
に
関
す
る
結
果
を
示
す
と

図
１
の
よ
う
に
な
る
。

　

昭
和
20
年
代
に
実
施
さ
れ
た
複
数
の
世
論
調
査
の
結
果
を
見

る
と
、﹁
信
仰
有
り
﹂
の
割
合
は
か
な
り
高
い
。
時
事
通
信
社
に

よ
る
調
査
で
は
、
最
も
高
い
回
答
率
は
71
・
２
％
、
最
も
低
い

回
答
率
で
も
56
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
１
９
４
６

年
の
永
末
世
論
調
査
研
究
所
の
世
論
調
査
で
は
76
・
５
パ
ー
セ

ン
ト
、
１
９
５
２
年
の
読
売
新
聞
の
調
査
で
は
、
64
・
７
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
高
い
﹁
信
仰
有
り
﹂
の
割
合
は
、
そ
の
後
、
し
だ
い

に
低
下
し
て
い
っ
た
。
現
在
は
、
調
査
に
よ
っ
て
数
値
は
若
干

異
な
る
が
、
30
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
っ
て
い
る
。
戦
後
60
年
間

の
間
に
、
日
本
人
の
﹁
信
仰
有
り
﹂
は
60
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
30
パ

ー
セ
ン
ト
を
切
る
ま
で
に
な
っ
た
。
あ
る
い
は
多
数
派
で
あ
っ

た
﹁
信
仰
有
り
﹂
は
、
現
在
で
は
明
ら
か
に
少
数
派
で
あ
る
と
い

う
言
い
方
も
で
き
る
。
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（
２
）宗
教
団
体
へ
の
帰
属
と
帰
属
し
て
い
る
宗
教
団
体

　

日
本
人
に
限
ら
ず
、
と
く
に
国
際
比
較
を
考
慮
し
た
と
き
に
、

宗
教
性
を
理
解
す
る
場
合
の
目
安
の
ひ
と
つ
に
教
団
へ
の
帰
属

が
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
た
会
員
で
あ
る
か
ど
う
か
、

そ
う
し
た
意
識
と
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
重
要
な
質

問
項
目
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
世
論
調
査
で
は
、信
仰
の
有
無
を
尋
ね
た
後
に
、﹁
そ

の
宗
教
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
﹂
と
質
問
す
る
形
で
宗
教
の
系

統
を
聞
く
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
で
は﹁
あ
な
た
は
、

次
に
あ
げ
る
会
や
組
織
に
入
っ
て
い
ま
す
か
﹂
と
い
う
形
式
で
、

政
治
関
係
の
団
体
や
会
、
業
界
団
体
・
同
業
者
団
体
な
ど
と
並

ん
で
﹁
宗
教
の
団
体
や
会
﹂
へ
の
帰
属
が
質
問
さ
れ
て
い
る
。
図

２
は
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
調
査
結
果
を
他
の
制
度
を
含
め
て
表
示
し

た
も
の
で
あ
る︵
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
に
関
し
て
は
注
５
参
照
︶。

　

変
化
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
ス
ケ
ー
ル
を
作
成
し
て
あ
る

が
、﹁
ス
ポ
ー
ツ
関
係
﹂
を
除
い
て
は
、
ど
の
団
体
や
会
に
も
大

き
な
変
化
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
帰
属
し
て
い
る
割
合
の
高
い

﹁
団
体
や
会
﹂
は
﹁
ス
ポ
ー
ツ
関
係
﹂
で
、
他
は
１
割
以
下
で
あ
っ

た
。低
い
帰
属
は﹁
市
民
運
動
﹂﹁
政
治
関
係
﹂で
、お
よ
そ
５
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
で
あ
っ
た
。﹁
宗
教
の
団
体
や
会
﹂
の
帰
属
に
つ
い

て
は
、﹁
業
界
・
同
業
者
の
会
﹂﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂
と
と
も
に
、

５
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
間
に
収
ま
っ
て
い
る
。

調
査
期
間
内
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　
﹁
宗
教
意
識
調
査
２
０
０
３
﹂﹁
宗
教
意
識
調
査
２
０
０
８
﹂
で

は
、
信
仰
の
有
無
と
は
別
に
、﹁
あ
な
た
は
何
か
特
定
の
宗
教
団

体
に
入
っ
て
い
ま
す
か
﹂
と
い
う
設
問
を
設
け
た
。
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の

調
査
年
と
合
わ
せ
て
結
果
を
示
す
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
面

図２　団体や会への帰属（JGSS）
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接
方
式
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
宗
教
団
体

の
帰
属
は
す
べ
て
１
割
以
下
で
あ
っ
た
。

　
﹁
宗
教
意
識
調
査
２
０
０
３
﹂
で
は
、﹁
宗
教

団
体
に
入
っ
て
い
る
﹂
と
回
答
し
た
人
に
、
具

体
的
な
所
属
宗
教
団
体
名
を
尋
ね
て
い
るか
。

他
方
で
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
組
織
へ
の
帰
属
の

質
問
と
は
別
に
﹁
あ
な
た
は
、
信
仰
し
て
い
る

宗
教
が
あ
り
ま
す
か
﹂
と
尋
ね
た
上
で
、
具
体

的
な
宗
教
団
体
を
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
場
合
に
は
、
教
団
へ
の
帰

属
に
関
す
る
質
問
の
回
答
割
合
と
、
帰
属
し

て
い
る
教
団
の
割
合
は
一
致
し
て
い
な
い
。

　

表
２
は
﹁
宗
教
意
識
調
査
２
０
０
３
﹂
の
結

果
で
、﹁
宗
教
団
体
に
入
っ
て
い
る
﹂
と
回
答

し
た
８･

８
パ
ー
セ
ン
ト
の
内
訳
で
あ
る
。
あ

く
ま
で
回
答
者
の
自
己
申
告
で
あ
り
、
帰
属

す
る
団
体
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か

に
よ
っ
て
回
答
は
異
な
っ
て
く
る
。
た
と
え

ば
﹁
神
道
﹂
が
神
社
神
道
な
の
か
、
そ
れ
と
も

教
派
神
道
な
の
か
、
神
道
系
の
新
宗
教
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

﹁
伝
統
仏
教
﹂
の
中
に
仏
教
系
の
新
宗
教
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

調
査
結
果
を
見
る
と
、
最
も
帰
属
の
多
か
っ
た
団
体
は
創
価

学
会
で
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
３
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。

つ
い
で﹁
伝
統
的
な
仏
教
﹂︵
１
・
６
％
︶、﹁
キ
リ
ス
ト
教
﹂︵
１
・

１
％
︶
と
な
る
。﹁
キ
リ
ス
ト
教
﹂
の
割
合
は
、﹃
宗
教
年
鑑
﹄︵
文

化
庁
編
︶
の
信
者
数
の
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
っ
て
い
るき
。
先
に

述
べ
た
よ
う
に
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
は
、﹁
宗
教
の
団
体
や
会
﹂
へ
の
帰
属

を
回
答
し
た
者
に
対
し
て
具
体
的
な
教
団
名
を
尋
ね
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
表
３
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、

表１　宗教団体への帰属
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

JGSS 6.8 7.1 8.1 8.4 ─ 8.1 8.2 ─ ─
宗教意識調査 ─ ─ ─ 8.8 ─ ─ ─ ─ 6.8

1. 神道
2. 伝統的な仏教団体
3. キリスト教系
4. 創価学会
5. 立正佼成会
6. 天理教
7. 真如苑
8. その他の宗教団体
9. わからない

0.4
1.6
1.1
3.7
0.3
0.4
0.4
0.9
1.6

表２　帰属する宗教団体（宗教
　　　意識調査・2003年）（％）
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全
体
に
占
め
る
帰
属
の
割
合
の
合
計
は
３
割
を
超
え
て
い
る
。

　

伝
統
仏
教
の
各
宗
派
を
回
答
し
た
者
の
大
半
は
、
い
わ
ゆ
る

﹁
家
﹂
の
宗
教
を
回
答
し
た
者
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一

部
新
宗
教
の
信
者
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
派
名

で
は
な
く
特
定
の
教
団
に
帰
属
し
て
い
る
と
答
え
た
者
で
最
も

多
か
っ
た
の
は
、こ
こ
で
も﹁
創
価
学
会
﹂で
、２
０
０
６
年
は
２
・

表３　帰属する宗教団体（JGSS）（％）
2000 2001 2002 2003 2005 2006

仏教 8.8 8.7 7.1 8.2 11.0 9.5
禅宗（曹洞宗・臨済宗） 3.2 3.1 2.2 1.8 1.8 2.4
天台宗 0.3 0.5 0.2 0.4 0.3 0.5
浄土宗 2.0 1.6 1.4 1.5 2.0 1.3
浄土真宗（本願寺 ･
門徒宗・南無阿弥陀仏） 7.8 6.6 6.0 7.1 7.6 8.0

真言宗 2.2 2.6 1.9 2.1 2.4 2.2
日蓮宗 1.9 1.6 1.9 1.0 1.3 1.4
時宗 0.1 0.0 0.0 0.1 ─ ─
法華経・法華宗 ─ 0.0 0.2 0.1 0.0 0.0
本門佛立宗 ─ ─ 0.1 0.0 0.1 0.0
神道 0.9 0.6 0.3 0.3 0.6 0.3
稲荷大明神 ─ 0.1 0.0 0.0 ─ ─
大山ねずの命神示教会 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 ─
仏教＋神道（仏様・神様） 0.2 0.1 0.2 0.1 0.3 0.3
キリスト教 0.4 0.6 0.6 0.9 0.8 0.5
カトリック 0.2 0.0 0.1 0.4 0.3 0.2
プロテスタント 0.1 0.2 0.1 0.2 0.0 0.2
ギリシア正教

（日本ハリストス正教会） 0.0 0.0 0.0 0.0 ─ ─

エホバの証人 0.0 0.1 0.1 0.2 0.0 0.0
世界救世教 ─ 0.1 0.2 0.2 0.0 0.0
統一教会

（世界基督教統一神霊協会） ─ ─ 0.1 0.1 0.0 0.0

創価学会 2.0 1.7 2.4 2.4 2.2 2.5
立正佼成会 0.2 0.1 0.3 0.2 0.1 0.3
霊友会 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1
仏所護念会 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0
幸福の科学 0.0 0.0 0.0 0.1 ─ 0.1
崇教真光・真光 0.1 0.1 0.2 0.2 ─ 0.0
天理教 0.4 0.5 0.5 0.8 0.5 0.3
真如苑 0.1 0.2 0.1 0.2 0.0 0.3
PL 教団 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0
霊波之光 0.0 0.2 0.1 0.1 ─ ─
白光 0.0 0.0 0.0 0.0 ─ ─
生長の家 0.2 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1
金光教 0.1 0.1 0.0 0.2 0.3 0.0
黒住教 ─ ─ ─ 0.0 ─ 0.1
御獄教 0.0 0.0 0.1 0.0 ─ ─
先祖供養 0.1 0.1 0.3 0.2 0.2 0.3
日蓮正宗 ─ ─ ─ ─ 0.5 0.7

※数値は JGSS の結果を回答者全体に占める割合に直したもの。
　「0.0」は、実際に回答者はいるが全体に占める割合が 0.05 以下の場合、
　「─」は、該当者がいない場合



261

「東洋学術研究」第49巻第２号

日本人はどれくらい宗教団体を信頼しているのか

0 20 40 60 80 100

日本
ドイツ（東）
チェコ
フランス

イスラエル
ブルガリア
ｽﾛｳﾞｪﾆｱ
ｽｳｪｰﾃﾞﾝ

オーストリア
イギリス
ドイツ（西）
オランダ
スペイン
ハンガリー
ロシア

ノルウェー
カナダ
ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

スロバキア
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

デンマーク
スイス
イタリア
ラトビア
キプロス
北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

チリ
ポーランド
ポルトガル
アメリカ

フィリピン

非常に信頼 かなり信頼 まあ信頼

1.3
3.6 22.3
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8.5 15.2 28.6
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9.6 34 40
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図３　宗教団体の信頼度・国際比較（ISSP・1998年）
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５
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。

宗
教
団
体
へ
の
信
頼
度

　

戦
後
行
わ
れ
た
宗
教
に
関
す
る
世
論
調
査
を
み
る
と
、
い
く

つ
か
興
味
深
い
点
に
気
づ
く
。
た
と
え
ば
、﹁
宗
教
﹂と﹁
宗
教
団

体
﹂
と
が
区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
質
問
内
容
か
ら
質
問
さ
れ
た
個

人
が
曖
昧
な
ま
ま
回
答
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な

い
。
明
確
に﹁
宗
教
団
体
﹂に
関
す
る
質
問
を
す
る
際
に
は
、﹁
オ

ウ
ム
真
理
教
﹂や﹁
改
正
宗
教
法
人
法
﹂と
い
っ
た
、
具
体
的
な
教

団
名
や
事
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
宗
教
団
体
へ
の
信
頼
度

に
関
し
て
も
、
一
般
的
に
は﹁
宗
教
団
体
﹂と
い
う
だ
け
で
、﹁
宗

教
団
体
﹂
が
ど
の
よ
う
な
団
体
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
、
回
答
者

に
一
任
さ
れ
て
い
る
。

　

宗
教
団
体
へ
の
信
頼
度
に
関
す
る
質
問
は
、
近
年
に
な
っ
て

初
め
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
９
９
８
年
に
実
施
さ
れ

た
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
調
査
に
お
い
て
、
宗
教
団
体
へ
の
信
頼
度
に
関
す

る
国
際
比
較
と
、
国
内
の
他
の
制
度
と
の
比
較
の
２
種
類
の
質

問
が
行
わ
れ
て
い
るく
。

　

図
３
は
宗
教
団
体
の
信
頼
度
に
関
す
る
国
際
比
較
で
あ
る
。

調
査
を
行
っ
た
国
は
も
っ
ぱ
ら
キ
リ
ス
ト
教
国
で
、
途
上
国
か

ら
先
進
諸
国
ま
で
35
ヵ
国
で
あ
る
。
日
本
人
の
宗
教
団
体
に
対

す
る
評
価
が
き
わ
め
て
低
い
と
い
う
事
実
は
、
調
査
結
果
を
見

る
と
一
目
瞭
然
と
な
る
。
日
本
は
信
頼
度
︵﹁
非
常
に
信
頼
﹂﹁
か
な

り
信
頼
﹂﹁
ま
あ
信
頼
﹂の
合
計
︶に
関
し
て
は
35
ヵ
国
中
最
下
位
で
、

27
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

国
内
の
他
の
制
度
と
比
較
し
た
調
査
結
果
を
み
る
と
︵
図
４
︶、

最
も
高
い
信
頼
を
得
た
の
は
﹁
裁
判
所
や
法
律
制
度
﹂
で
、
回
答

者
の
７
割
以
上
が
﹁
信
頼
し
て
い
る
﹂
と
回
答
し
て
い
る
。
そ
の

次
は﹁
学
校
な
ど
の
教
育
制
度
﹂で
55
パ
ー
セ
ン
ト
、﹁
宗
教
団
体
﹂

は﹁
国
会
﹂を
上
回
っ
た
が
36
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
﹁
宗
教
団
体
﹂
の
信
頼
度
の
低
さ
は
他
の
調
査
で
も
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
は
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
６
年

ま
で
、
組
織
・
制
度
の
信
頼
度
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
我
々

日
本
人
が
日
常
生
活
に
お
い
て
接
触
す
る
機
会
の
多
い
組
織
・

制
度
15
の
中
で
、﹁
宗
教
団
体
﹂
は
一
貫
し
て
最
も
信
頼
度
の
低

い
組
織
で
あ
る（
表
４
）。

　
﹁
病
院
﹂﹁
新
聞
﹂
の
信
頼
度
が
最
も
高
く
９
割
近
い
。﹁
中
央

官
庁
﹂﹁
労
働
組
合
﹂﹁
国
会
議
員
﹂﹁
市
区
町
村
議
会
議
員
﹂
が
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４
割
前
後
と
低
く
な
っ
て
い
る
が
、﹁
宗
教
団
体
﹂
は
こ
う
し
た

団
体
や
制
度
よ
り
さ
ら
に
低
く
、
調
査
し
た
項
目
の
中
で
は
唯

一
、
10
パ
ー
セ
ン
ト
台
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
６
年
ま
で
の
変
化
を
見
る
と
、
信

頼
度
が
近
似
す
る
項
目
が
交
代
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
大
規

模
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
２
０
０
６
年
の
調
査
結
果
を
、
信

頼
度
の
高
い
も
の
か
ら
順
に
示
し
た
の
が
図
５
で
あ
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、﹁
宗
教
団
体
﹂
と
尋
ね
た
と
き
の
信

頼
度
は
、
国
際
比
較
も
国
内
の
他
の
制
度
と
の
比
較
に
お
い
て

も
、
著
し
く
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
世
論
調
査
で
﹁
宗

教
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
を
尋
ね
る
と
、﹁
こ
こ
ろ
﹂﹁
精
神
的
﹂
と
い
う

回
答
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た﹁
宗
教
の
重
要
性
﹂や﹁
宗
教
は

大
切
か
﹂と
い
う
質
問
の
回
答
結
果
は
、﹁
宗
教
団
体
﹂の
信
頼
度

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

宗
教
系
統
別
の
信
頼
度

　

宗
教
団
体
調
査
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
﹁
宗
教
団
体
﹂
全
般
の

信
頼
度
で
は
な
く
、
系
統
別
の
信
頼
度
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。

よ
り
具
体
的
に﹁
宗
教
団
体
﹂の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
よ
う
に
、﹁
神

図４　他の制度との信頼度の比較（ISSP・2008年）

図12　宗教団体の信頼度（ISSP）（%）

0.6

0.8

0.4

0.8

2.2

3.2

4

4.1

7.8

14.3

20.6

28.1

43.3

48.4

47.1

48.3

35

33

28.2

19.9

18.5

18.3

5

4.8

3.6

8.9

13.9

14.3

10

13

0% 20%10% 40% 60% 80% 100%

国会

宗教団体

企業

学校･教育制度

裁判所･法律制度

左から　非常に信頼 かなり信頼 まあ信頼

あまり信頼していない まったく信頼できない わからない

30% 50% 70% 90%

0.8

1.2

4

3.2

28.1

20

35

42

18.3

23.5

13.9

10

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2008

1998

左から　非常に信頼 かなり信頼
まあ信頼 あまり信頼していない
まったく信頼できない わからない



264

表４　制度・組織の信頼度（JGSS）　（％）
2000年 2001年 2002年 2003年 2005年 2006年

宗教団体 12.8 13.1 13.4 16.3 15.3 14.5 
大企業 51.7 51.3 50.1 53.7 52.3 58.2 
学校 76.5 77.2 77.8 79.0 71.3 74.0 
中央官庁 43.1 40.5 44.2 43.7 39.2 41.1 
労働組合 40.9 38.0 36.5 35.3 32.2 36.7 
新聞 89.4 88.4 89.0 89.8 86.2 88.3 
病院 86.1 88.3 86.8 87.1 88.7 88.5 
テレビ 76.9 79.3 79.0 79.0 75.6 76.2 
裁判所 69.0 69.2 72.0 68.5 68.4 73.7 
学者・研究者 64.5 64.2 65.2 63.3 59.4 66.4 
国会議員 28.8 31.8 28.1 28.7 31.2 34.8 
市区町村議会議員 40.5 40.6 36.4 39.8 37.0 38.7 
自衛隊 61.6 58.8 53.3 55.8 58.5 64.5 
警察 67.3 70.6 67.8 70.3 70.6 73.1 
金融機関 56.8 53.6 50.5 53.9 56.1 59.8 
　※「とても信頼してる」と「少しは信頼している」の合計
　※2004 年、2007 年以降は調査が行われていない

図５　制度・組織の信頼度（JGSS・2006年）（％）
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道︵
神
社
︶﹂や﹁
仏
教︵
寺
院
︶﹂と
い
っ
た
表
記
を
採
用
し
て
い
る
。

調
査
結
果
を
見
る
と
宗
教
の
系
統
に
よ
っ
て
、
信
頼
の
程
度
が

か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る︵
図
６
︶。

　
﹁
神
道︵
神
社
︶﹂﹁
仏
教︵
寺
院
︶﹂の
信
頼
度︵﹁
ひ
じ
ょ
う
に
信
頼
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で
き
る
﹂と﹁
ま
あ
ま
あ
信
頼
で
き
る
﹂の
合
計
︶は
、
こ
の
10
年
で
し

だ
い
に
増
加
し
、﹁
神
道
︵
神
社
︶﹂
で
54
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
、﹁
仏

教︵
寺
院
︶﹂で
68
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。﹁
キ
リ
ス
ト

教
︵
教
会
︶﹂
は
５
割
を
切
る
が
、
そ
れ
で
も
40
・
１
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
。
本
論
で
見
て
き
た
﹁
宗
教
団
体
﹂
の
低
い
信
頼
度
に
見

合
う
よ
う
な
数
値
は
、﹁
新
し
い
宗
教
団
体
﹂が
該
当
す
る
か
、﹁
新

し
い
宗
教
団
体
﹂
の
評
価
が
他
の
肯
定
回
答
を
押
し
下
げ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

　

宗
教
団
体
の
系
統
に
よ
っ
て
信
頼
度
は
か
な
り
の
程
度
、
異

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
10
年
間
の
変
化
に
着
目
す
る
と
、
い
く

つ
か
の
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
総
じ
て
宗

教
団
体
へ
の
信
頼
度
は
好
転
し
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

と
く
に﹁
神
道︵
神
社
︶﹂の
信
頼
度
は
大
き
く
変
化
し
、
12
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、﹁
キ
リ
ス
ト
教︵
教
会
︶﹂が
10
ポ
イ
ン

図６　宗教団体の信頼度：神道（神社） 　

仏教（寺院）
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ト
、﹁
仏
教︵
寺
院
︶﹂が
７
ポ
イ
ン
ト
、﹁
新
し
い
宗
教
団
体
﹂が
２

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

　

誤
差
を
考
慮
し
て
も
、﹁
神
道︵
神
社
︶﹂の
増
加
は
顕
著
で
あ
る
。

他
方
で
、
神
社
神
道
の
基
盤
を
な
す
氏
神
信
仰
の
脆
弱
化
が
明

ら
か
に
な
っ
て
お
りけ
、
近
年
の
神
社
へ
の
信
頼
度
の
増
加
は
、

こ
の
10
年
間
に
生
じ
た
顕
著
な
神
社
へ
の
関
心
、
た
と
え
ば
世

界
遺
産
や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
・
ブ
ー
ム
な
ど
が
背
景
に
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
るこ
。

宗
教
団
体
の
信
頼
度
と
社
会
活
動

　

宗
教
団
体
調
査
で
は
、
宗
教
団
体
の
認
知
度
に
つ
い
て
も
調

査
を
行
っ
て
い
る︵
図
７
︶。
取
り
上
げ
た
教
団
は
、
初
詣
の
参
拝

者
が
多
い
社
寺
、
歴
史
的
に
著
名
で
あ
っ
た
り
、
結
婚
式
で
知

ら
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
、
信
者
数
が
多
い
か
マ
ス
コ

ミ
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
新
宗
教
団
体
の
合
計
34
教
団

で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
ひ
と
き
わ
認
知
度
の
高
い
一
群
の
団
体
が
見

ら
れ
た
。
伊
勢
神
宮
と
明
治
神
宮
の
認
知
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
96

パ
ー
セ
ン
ト
、
94
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
日
本
人
で
あ
れ
ば
知

ら
な
い
人
は
い
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
創
価
学
会
︵
89
・
９
％
︶

と
天
理
教
︵
84
・
９
％
︶
の
知
名
度
も
ひ
じ
ょ
う
に
高
い
。
50
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
認
知
度
の
高
い
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
太
宰
府

天
満
宮
︵
78
・
４
％
︶、
伏
見
稲
荷
大
社
︵
66
・
６
％
︶、
鶴
岡
八
幡

宮︵
71
・
１
％
︶、
成
田
山
新
勝
寺︵
67
・
４
％
︶、
浅
草
寺︵
76
・
９
％
︶

と
い
っ
た
伝
統
教
団
の
他
に
、
立
正
佼
成
会
︵
54
・
８
％
︶、
幸
福

の
科
学
︵
64
・
２
％
︶、
Ｐ
Ｌ
教
団
︵
60
・
７
％
︶、
も
の
み
の
塔

︵
50
・
１
％
︶、
統
一
教
会︵
59
・
３
％
︶を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る︵
数

字
は
す
べ
て
２
０
０
９
年
︶。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、﹁
宗
教
団
体
﹂
に
対
す
る
信
頼
度
は
き

わ
め
て
低
い
が
、
そ
の
場
合
の﹁
宗
教
団
体
﹂が﹁
新
し
い
宗
教
団

体
﹂
を
意
味
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
今
こ
こ
で
示
し
た
認
知
度
の

高
い
新
し
い
宗
教
団
体
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
評
価
が
作
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
デ
ー
タ

か
ら
は
そ
う
し
た
傾
向
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
創
価
学

会
と
天
理
教
の
認
知
度
は
き
わ
め
て
高
い
の
で
、
２
教
団
を
除

く
立
正
佼
成
会
、
幸
福
の
科
学
、
Ｐ
Ｌ
教
団
、
も
の
み
の
塔
、

統
一
教
会
を
﹁
知
っ
て
い
る
﹂
と
回
答
し
た
者
と
、﹁
知
ら
な
い
﹂

と
回
答
し
た
者
に
関
し
て
、
新
し
い
宗
教
団
体
の
信
頼
度
を
ク
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統一協会
モルモン教
ものみの塔
ﾜｰﾙﾄﾞﾒｲﾄ

法の華三法行
善隣教

松緑神道大和山
円応教

ＰＬ教団
真如苑

生長の家
世界救世教

大本
霊波の光
霊友会

幸福の科学
崇教真光

世界真光文明教団
金光教
天理教

立正佼成会
創価学会
浦上天主堂
霊南坂教会
ｲｸﾞﾅﾁｵ教会

浅草寺
太宰府天満宮
鶴岡八幡宮

伏見稲荷大社
川崎大師

成田山新勝寺
明治神宮
伊勢神宮

上から　1999年 2004年 2009年

図７　宗教団体の認知度（宗教団体調査）
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ロ
ス
集
計
し
て
み
た
が
、
結
果
的
に
は
知
っ
て
い
る
者
と
知
ら

な
い
者
と
の
間
で
有
意
な
差
異
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
つ
ま
り
、﹁
知
っ
て
い
る
﹂
か
ら
信
頼
度
が
低
い
と
い
う

結
果
は
導
き
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

宗
教
団
体
の
評
価
が
低
く
、
そ
の
場
合
の
宗
教
団
体
が
新
し

い
宗
教
団
体
で
あ
り
、
し
か
も
認
知
度
の
高
い
新
し
い
宗
教
団

体
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
理
由
は
宗
教
団
体
そ
の

も
の
よ
り
も
他
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
宗

教
団
体
へ
の
低
い
帰
属
率
や
認
知
度
を
考
慮
す
る
と
、
原
因
の

主
た
る
理
由
は
、
我
々
の
新
し
い
宗
教
団
体
に
関
す
る
情
報
の

入
手
の
経
路
と
そ
の
質
的
問
題
に
あ
る
よ
う
に
思
え
るさ
。

　

本
論
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
我
が
国
の
宗
教
団
体
に
関

す
る
現
状
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
豊
富
な
資
料
が
存
在
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
わ
ず
か
な
資
料
や
研
究
者

の
狭
い
経
験
の
範
囲
内
で
、
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
団
体
が

理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
冒
頭
で
宗
教
の
公
益
性
に
言

及
し
た
が
、
問
題
を
﹁
宗
教
団
体
の
公
益
性
﹂
に
限
定
す
る
と
、

実
態
と
理
念
や
望
ま
し
い
関
係
の
構
築
に
は
か
な
り
の
距
離
感

の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

公
益
性
の
概
念
と
も
関
わ
る
が
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
広
く

宗
教
と
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
宗
教
団
体
に
よ
る
社
会
的

弱
者
へ
の
取
り
組
み
は
こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
の
文
脈
で
考
え
ら

れ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
宗
教
福
祉
の
源
流
と
し
て
は
、
か

な
り
歴
史
的
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
吉
田
久
一
は
仏
教
の
福
祉
思
想
を
述
べ
る
に
際
し
て
、

慈
悲
、
縁
起
か
ら
論
を
始
め
、
行
基
の
福
祉
思
想
に
注
目
し
て

い
る
。
同
様
に
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
愛
の
概
念
か
ら
幕
末
・
明

治
初
期
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
背
景
と
し
た
ヘ
ボ
ン
な
ど
の
医
療
行

為
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
るし
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
多
少
の
時

間
的
ズ
レ
が
見
ら
れ
て
も
、
宗
教
と
福
祉
の
関
係
を
近
代
以
前

に
求
め
る
点
は
他
の
著
作
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
明
治
以

降
は
、
教
育
、
医
療
、
平
和
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
社

会
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
さ
く
は
な
い

役
割
を
背
負
っ
て
長
く
実
践
を
積
み
重
ね
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
日
本
人
の
評
価
は
芳
し
く
な
い
の
で
あ
る
。

　

図
８
は
﹁
あ
な
た
は
、
宗
教
団
体
が
、
女
性
や
子
ど
も
の
た
め

の
学
校
教
育
活
動
、
弱
者
の
た
め
の
病
院
運
営
な
ど
の
社
会
貢
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献
活
動
を
長
い
間

行
っ
て
き
た
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す

か
﹂
と
尋
ね
た
と

き
の
回
答
結
果
で

あ
る
。
社
会
貢
献

活
動
を
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
よ
う
に
、
質
問

の
文
中
に
最
も
一

般
的
と
考
え
ら
れ

る
学
校
教
育
活

動
、
病
院
活
動
を
例
に
挙
げ
た
が
、﹁
知
っ
て
い
る
﹂
は
34
・
８

パ
ー
セ
ン
ト
と
、
全
体
の
３
分
の
１
ほ
ど
に
と
ど
ま
っ
た
。
日

本
の
教
育
に
お
い
て
、
宗
教
団
体
、
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
は
女

性
や
子
ど
も
の
教
育
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
進
学

に
関
し
て
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
学
校
が
好
ま
れ
、
宗
教
団
体
の

経
営
す
る
医
療
施
設
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

﹁
知
っ
て
い
る
﹂
の
34
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
あ
ま
り
に
低
い
数

値
で
あ
るす
。

　

図
９
は
、
知
っ
て
い
る
宗
教
団
体
の
社
会
貢
献
活
動
を
具
体

知っている, 
34.8

知らない,
60.3

わからない, 4.9

図８　社会貢献活動の認知（庭野平和財団　2009）
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図９　知っている社会貢献活動（庭野平和財団　2009）
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的
に
複
数
挙
げ
て
も
ら
っ
た
結
果
で
あ
る
。
最
も
知
っ
て
い
る

宗
教
団
体
の
社
会
貢
献
活
動
は﹁
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

大
学
、
専
門
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
の
経
営
﹂
で
40
パ
ー
セ
ン
ト

だ
っ
た
。
児
童
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
事
業︵
保
育
所
、幼
稚
園
、

児
童
養
護
施
設
な
ど
︶
も
33
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
、
教
育
と
の

関
わ
り
に
お
け
る
認
知
は
、
そ
れ
な
り
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
他
で
は
﹁
診
療
所
、
病
院
な
ど
医
療
機
関
の
経
営
﹂

︵
23
・
８
％
︶、﹁
老
人
の
扶
助
を
目
的
と
し
た
事
業︵
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
︶﹂︵
20
・
７
％
︶、﹁
災
害
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
﹂︵
18
・
７
％
︶で
、
２
割
ほ
ど
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

ま
た
図
10
は
、
宗
教
団
体
の
行
う
社
会
貢
献
活
動
の
評
価
に

関
す
る
結
果
で
あ
る
。
最
も
多
い
回
答
は
﹁
宗
教
団
体
が
勝
手
に

や
っ
て
い
る
こ
と
で
、
や
っ
て
も
や
ら
な
く
て
も
ど
ち
ら
で
も

か
ま
わ
な
い
﹂
で
24
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
つ
い
で
﹁
宗
教

団
体
が
こ
の
よ
う
な
社
会
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
﹂が
22
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

肯
定
的
な
評
価
は
、﹁
た
い
へ
ん
立
派
な
活
動
で
、
も
っ
と
活

発
に
行
っ
て
ほ
し
い
﹂︵
19
・
１
％
︶、﹁
宗
教
団
体
が
こ
う
し
た

活
動
を
行
う
の
は
、
宗
教
活
動
の
一
環
と
し
て
当
然
で
あ
る
﹂

︵
15
・
２
％
︶で
、

宗
教
団
体
の
行

う
社
会
貢
献
活

動
を
宣
伝
と
受

け
止
め
る
回
答

は
、
わ
ず
か
に

５
・
４
パ
ー
セ

ン
ト
に
と
ど
ま

っ
た
。

　

最
後
に
、
期

待
す
る
宗
教
団

体
の
行
う
社
会

貢
献
活
動
に
つ

い
て
見
て
お
き
た
い
と
思
う
。
図
11
の
左
側
の
数
値
が
期
待
す

る
活
動
、
右
側
が
図
９
で
示
し
た
、
知
っ
て
い
る
活
動
の
調
査

結
果
で
あ
る
。
最
も
期
待
す
る
宗
教
団
体
が
行
う
社
会
貢
献
活

動
は
﹁
平
和
の
増
進
に
関
す
る
活
動
﹂
で
34
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
っ
た
。
宗
教
団
体
が
行
う
平
和
活
動
に
は
高
い
評
価
と
認
知
、

期
待
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
項
目
で
、
認
知

たいへん立派,
 19.1

活動は宗教
活動の一環, 
　　　15.2

どちらでも
かまわない, 
24.4

やめた方が
いい, 5.4

その他, 1.2

知らなかった, 
22.5

わからない, 12.2

図10　社会貢献活動の評価（庭野平和財団　2009）
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よ
り
も
期
待
が
高
く
な
っ
て
い
る
項
目
は
、
医
療
福
祉
や
環
境

問
題
な
ど
、
現
在
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
も
の
で
、
宗
教
団

体
の
よ
り
積
極
的
な
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
い

だ
ろ
う
。
教
育
に
関
す
る
活
動
が
認
知
と
比
較
し
て
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
す
で
に
教
育
機
関
に
関
し
て
は
、
新

た
な
展
開
を
望
む
必
要
が
生
じ
て
い
な
い
点
が
背
景
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
﹁
政
治
へ
の
積
極
的
発
言
や
参
加
﹂
を
期

待
す
る
回
答
は
わ
ず
か
に
４
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
︵N

ew
 Public M

anagem
ent

︶
と
い

わ
れ
る
よ
う
な
民
間
の
企
業
経
営
手
法
を
政
府
や
行
政
部
門
の

運
営
に
応
用
す
る
方
法
が
検
討
さ
れ
る
現
在
、
宗
教
団
体
が
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

本
論
で
は
、
昨
今
の
宗
教
団
体
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
の
変

化
や
宗
教
団
体
に
対
す
る
社
会
貢
献
の
提
言
を
念
頭
に
置
き
、

視
点
を
宗
教
団
体
の
信
頼
度
に
据
え
る
こ
と
で
、
宗
教
団
体
の

現
状
に
関
す
る
理
解
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
宗
教
団

体
が
、
い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
社
会
問
題
化
す
る
と
き

に
は
、
あ
ま
り
に
実
態
を
無
視
し
た
、
性
急
で
、
理
念
的
な
分

析
や
意
見
が
飛
び
交
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
研

究
者
の
関
心
も
、
そ
の
時
代
を
象
徴
す
る
と
考
え
る
宗
教
現
象

18

28.1
34.4

12.7
20.2

13.8

4.3

33.3
40

23.8
14.5

10.3 11.9

0

10

20

30

40

50

期待 認知

図11　期待する宗教団体の行う社会貢献活動（庭野平和財団　2009）
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に
飛
び
つ
き
が
ち
で
あ
る
。

　

宗
教
や
宗
教
団
体
を
取
り
巻
く
状
況
が
激
変
す
る
な
か
で
、

客
観
的
な
資
料
の
収
集
と
判
断
の
基
礎
と
な
る
分
析
が
急
が
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注︵
１
︶
国
土
交
通
省
と
総
務
省
が
２
０
０
６
年
に
実
施
し
た
調
査
に
よ

る
と
、
全
国
の
過
疎
地
域
に
あ
る
約
６
万
２
千
集
落
の
う
ち
、

４
％
強
に
あ
た
る
２
６
４
１
集
落
が
高
齢
化
な
ど
で
消
滅
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
４
２
２
集
落
が
、
10
年
以
内
に
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
１
９
９
９
年
に
も
同
様
の
調

査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
は
、
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る

集
落
は
２
１
０
９
だ
っ
た
。
７
年
間
で
限
界
集
落
化
す
る
ス
ピ

ー
ド
が
増
し
た
こ
と
に
な
る
。
山
口
県
立
大
付
属
地
域
共
生
セ

ン
タ
ー
が
２
０
０
９
年
か
ら
２
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
限

界
集
落
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
草
刈
り
や
祭
り
と

い
っ
た
集
落
活
動
が
10
年
前
と
比
べ
て﹁
減
っ
た
﹂と
の
回
答
が

42
・
６
％
に
達
し
、
10
年
後
に
は﹁
開
催
で
き
な
く
な
る
﹂と
の

予
想
が
49
・
３
％
を
占
め
た
。

︵
２
︶  

稲
場
圭
信
・
櫻
井
義
秀
編﹃
社
会
貢
献
す
る
宗
教
﹄世
界
思
想
社
、

２
０
０
９
年
、
９
頁
。

︵
３
︶　
同
、
39
頁
。

︵
４
︶ 

私
自
身
は
、
宗
教
団
体
の
社
会
貢
献
に
つ
い
て
こ
う
し
た
立

場
を
取
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
別
に
稿

を
設
け
た
い
と
思
う
。

︵
５
︶﹁
１
９
９
９
年
調
査
﹂
は
１
９
９
９
年
11
月
に
、
住
民
基
本
台
帳

に
よ
る
満
20
歳
以
上
の
男
女
２
０
０
０
人
︵
１
６
７
地
点
、
層

化
二
段
無
作
為
抽
出
法
︶
を
対
象
に
、
個
別
面
接
聴
取
法
で
実

施
し
た
。
有
効
回
答
率
は
67
・
３
％
。﹁
２
０
０
４
年
調
査
﹂
は

２
０
０
４
年
10
月
に
、
同
様
の
方
法
で
実
施
し
た
。
有
効
回
答

率
は
69
・
３
％
。﹁
２
０
０
９
年
調
査
﹂は
、２
０
０
９
年
12
月
に
、

同
様
の
方
法
で
実
施
し
た
。
有
効
回
答
率
は
68
・
１
％
。
以
上

の
他
に
、
２
０
０
３
年
と
２
０
０
８
年
に
﹁
日
本
人
の
神
観
と

宗
教
意
識
調
査
﹂
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ

が
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
６
年
ま
で
︵
２
０
０
４
年
を
除

く
︶、
宗
教
団
体
へ
の
帰
属
に
関
す
る
質
問
を
含
む
世
論
調
査

を
実
施
し
て
い
る
︵
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ア
メ
リ
カ

のG
eneral Social Survey 

に
な
ら
っ
て
、
日
本
人
の
意
識
や
行

動
を
総
合
的
に
調
べ
る
社
会
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
、
二
次

利
用
を
希
望
す
る
研
究
者
に
そ
の
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
２
０
０
０
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
︶。

︵
６
︶﹁
宗
教
意
識
調
査
２
０
０
８
﹂
に
お
い
て
も
同
様
の
質
問
を
行
う

予
定
で
あ
っ
た
が
、
住
民
票
の
閲
覧
を
得
る
際
に
、
質
問
が
個

人
情
報
に
鑑
み
て
不
適
切
と
行
政
側
か
ら
指
導
を
受
け
、
具
体

的
な
教
団
名
を
尋
ね
る
こ
と
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

調
査
は
、
葉
書
で
相
手
の
了
解
を
取
り
付
け
た
後
に
行
わ
れ
、

回
答
者
は
質
問
に
対
し
て
回
答
を
留
保
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、﹁
宗
教
﹂
に
関
す
る
調
査
に
関
し
て
行
政
が
認
め
な
い
こ
と

が
あ
り
、
き
わ
め
て
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。

︵
７
︶﹃
宗
教
年
鑑
﹄
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
数
値
は
実
数
に
近
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

︵
８
︶  

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
︵International Social Survey Program

m
e

︶
は
、
多

く
の
国
が
参
加
し
て
毎
年
同
じ
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｉ

Ｓ
Ｓ
Ｐ
で
は
宗
教
に
関
し
て
１
９
９
１
年
、
１
９
９
８
年
、
２

０
０
８
年
の
３
回
行
っ
て
い
る
。
日
本
が
参
加
し
た
の
は
第
２

回
か
ら
で
、
調
査
母
体
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
あ
る
。
日
本
の
第
３
回
の

調
査
結
果
は
西
久
美
子
﹁＂
宗
教
的
な
も
の
＂
に
ひ
か
れ
る
日
本

人
﹂︵﹃
放
送
研
究
と
調
査
﹄２
０
０
９
年
５
月
︶に
報
告
さ
れ
て

い
る
。

︵
９
︶  

こ
の
点
に
関
し
て
は
﹃
第
３
回
﹁
神
社
に
関
す
る
意
識
調
査
﹂
報

告
書
﹄︵
神
社
本
庁
教
学
研
究
所
編
、
２
０
０
７
年
︶を
参
照
。

︵
10
︶
宗
教
団
体
の
信
頼
度
の
増
加
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
に
お
い
て
も
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
で
は
系
統
別
で
は
な
く
﹁
宗

教
団
体
﹂
と
い
う
把
握
の
仕
方
で
あ
る
が
、
信
頼
度
は
１
９
９

８
年
の
24
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
32
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
８
・

５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る︵
図
12
︶。

︵
11
︶
メ
デ
ィ
ア
、
と
く
に
テ
レ
ビ
に
お
け
る
宗
教
報
道
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
筆
者
は
問
題
の
指
摘
と
提
言
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。﹃
テ
レ
ビ
と
宗
教　

オ
ウ
ム
以
後
を
問
い
直
す
﹄︵
中
央
公

論
新
社
、
２
０
０
８
年
︶参
照
。

︵
12
︶  

吉
田
久
一﹃
社
会
福
祉
と
日
本
の
宗
教
思
想
﹄勁
草
書
房
、
２
０

０
３
年
。

図４　他の制度との信頼度の比較（ISSP・2008年）

図12　宗教団体の信頼度（ISSP）（%）
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︵
13
︶
調
査
は
庭
野
平
和
財
団
を
母
体
に
し
て
石
井
が
行
っ
た
。
調
査

対
象
は
全
国
の
20
歳
以
上
の
男
女
４
０
０
０
人
で
、
調
査
方
法

は
調
査
員
に
よ
る
個
別
面
接
調
査
、
有
効
回
答
数
は
30
・
８
％

だ
っ
た
。
詳
し
く
は
﹃
宗
教
団
体
の
社
会
貢
献
活
動
に
関
す
る

調
査
報
告
書
﹄︵
庭
野
平
和
財
団
、
２
０
０
９
年
︶参
照
。

︵
い
し
い　

け
ん
じ
／
國
學
院
大
學
教
授
︶


